学校保険部　　　　　　　　工藤　泰裕

学校という教育の場で実施される健康診断は、疾病や異常の発見だけではなく、健康の保持増進を目的としており、医療機関で実施される、個人を対象とした健康診断や疾病診断とはおもむきが異なります。

学校歯科保健は、歯・口腔を通じ、保健教育と保健管理の双方で「心身ともに健康な国民の育成を期する」活動です。

学校での「歯・口の健康つくり」は、問題発見とその解決方を学ぶ健康教育の題材として優れているとともに、子供たちの「生きる力」の育成に重要な活動です。とくに、COの意味を理解させることは重要です。

CO導入の意義は、直ちにむし歯として処置するのではなく、ヘルスプロモーションの理念にそって、子供が自ら気づき、むし歯への進行を促進するような生活習慣を見直すきっかけとなる保健指導を行うことにあります。

さらに、学校歯科医および養護教諭が個別指導や健康相談などをの対応を行ったうえで、COの意義を十分に理解する地域の歯科医院において、口腔清掃指導、小窩裂溝填塞方、フッ化物溶液塗布方などを行いながら継続的な管理・指導を行います。

子供の健康を守り、「生きる力」をはぐくむ歯科保健教育が重要視されるようになった今日、学校歯科医や地域の歯科医院の担うところは大きくなっています。北海道歯科医師会では年一回、学校歯科医基礎研修会を開催しています。学校歯科医の先生は一度参加してみてはいかがでしょうか。

